
曽爾小学校だより 平成２８年７月号 Ｎｏ．１８５

そ に っ こ
【学校教育目標】心豊かで、夢に向かって自ら学び続けるたくましい児童の育成

７月の全校スピーチ集会で、１年生がはじめて発表しました。体験を堂々と伝えるり

っぱな姿を見ながら、ひらがなを書くのも難しかった４月を、なつかしく思い出しまし

た。また、発表を聞く全校の子どもたち一人一人を見て、個々の成長を確かめることが

でき、うれしくなりました。

校舎が小さな美術館に
曽爾小学校の室内は、木に囲まれた広くゆったりとし

た作りになってます。掲示コーナーをはじめ、いろんな

場所を使って、その時々に作成された絵画や工作、書写

などが展示されます。子どもも教職員も鑑賞しています。

人形劇団との交流
６月の人形劇「あらしのよるに」を通じた子ど

もたちと劇団の交流を紹介します。公演に参加し

た５．６年生が、感想やお礼のメッセージを劇団

「クラルテ」さんに贈りました。しばらくして、

劇団からお礼のはがきが届きました。活動を見て

いて、

心があたたかくなりました。



小中一貫教育に向けて
【英語の参観・交流 中学校の英語の先生が小学校外国語活動の学習を参観】

どんな学習ができるかを考えるにあたって、６月に、曽爾中学校の英語の先生が６年

の外国語活動の学習を参観しま

した。はじめは、後ろで参観し、

後半は、学習に参加してくださ

いました。小学校と中学校の教

え方の違いや共通点を再確認す

る機会ともなりました。これか

らが楽しみです。

【デッサンの基礎 中学校の美術の先生が図工を指導】

体力テストの測定に中学校の体育の先

生に加わってもらったり、夏休みの鼓隊

練習に中学校の音楽部の顧問と生徒が参

加したりするなど、中学校の専門的な教

え方を、小学校で行ってもらうことが、

ときどきあります。

７月は、美術の先生にデッサンの基礎を教えてもらいました。鉛筆の削り方や鉛筆で

明暗を表す方法をはじめ、いろいろなことを学びました。参観した私たち小学校教員も、

多くのことを学ぶ機会となりました。ありがとうございました。

ＩＣＴ活用事業（文部科学省 御杖小学校との合同学習）
【５年生 自己紹介】

２学期の総合的な学習の時間の合同学習に向けて、自己紹介をしました。４年生のと

きに一緒にクリーンセンターを見学してから、ずいぶん月日が過ぎました。久しぶりの

再会でした。なつかしそうに、笑顔で話し合っていました。

１学期の小学校だよりは、これで終了です。最後までお読みいただき、ありがとうご

ざいました。次号は９月号となります。よろしくお願いいたします。


